
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その① 家庭教育の手引き―家庭でできる「学びのススメ」を作成しました 

豊能町の子どもたちの課題として、ゲームやインターネット、スマホ等を 

利用している時間が長いというアンケート結果が、ここ数年続いています。 

 また、学校の宿題以外の学習時間が年々短くなってきている現状も見られ 

るようになってきました。それらの課題を「学校、家庭、地域」と共有して、 

一緒に取組みを進めることができればとの思いを込めて、作成しました。 

保幼小中一貫教育の担当者の皆さんのご意見をもとに、小学校版と中学校版 

をつくり、両方合わせて 1枚の用紙に掲載して、小中の 9年間の学びが一目 

で見られるように工夫しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その② 各学校園所で大切にしたい「生活規律と学習規律」を HPに掲載しました 

   幼稚園・保育所の子どもたちに大切にしてほしい「生活のきまり（生活規律）」 

と、「学習の作法（学習規律）」をそれぞれの学校園所の取組みを参考にしながら、

まとめました。これをもとに自校園所の取組みを見直し、よりよいものを作成い

ただければと考えています。 

 その際には、「学校園所、家庭、地域」で課題を共有して、それぞれで「生活規

律や学習規律」について、話し合っていただき、一緒に取組みを進めていってい

ただきたいと考えています。 

保幼小中一貫教育だより ～豊かな自然と豊かな人材で豊かなこどもを育てる～ 
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令和元年度「保幼小中一貫教育推進会議」での２つの取組み 

での 

 

「家庭でできる『学びのススメ』と『生活規律と学習規律』につきましては、 

豊能町のホームページに掲載しております。是非ご覧ください。 

http://www.town.toyono.osaka.jp/page/dir000012.html 


